
第１ 結 果 の 概 要

１ 本 県 の 人 口

（１） 総 人 口

令和４年10月1日現在の本県の推計人口は3,582,194人となり、前年と比べ24,286人（0.67％）

減少した。

男女別にみると、男 1,765,909 人、女 1,816,285 人で、人口性比は 97.23 となっている。

注）統計表「１ 静岡県推計人口の推移」の注を参照。

（２） 自 然 動 態

令和３年 10 月 1 日から令和４年 9月 30 日までの 1 年間における出生児数は 21,815 人で、前

年に比べ 467 人減少した。死亡者数は 45,946 人で、前年に比べ 2,766 人増加した。

自然増減は 24,131 人の減少で、前年の 20,898 人減少に比べ、減少幅が拡大した。

（３） 社 会 動 態

令和３年 10 月 1 日から令和４年 9月 30 日までの 1年間における転入者数は 145,405 人（日本

人 116,529 人、外国人 28,876 人）で、前年に比べ 10,119 人（日本人 485 人増、外国人 9,634 人

増）増加した。

転出者数は 145,560 人（日本人 122,071 人、外国人 23,489 人）で、前年に比べ 4,450 人（日

本人 1,391 人増、外国人 3,059 人増）増加した。

社会増減は 155 人の減少で、前年の 5,824 人減少から減少幅が縮小した。

図 1 推計人口の推移



表 １ 自然動態と社会動態の推移 （前年 10 月 1 日～当年 9月 30 日）

※「転入・転出」の欄は県内移動者を含む。

（４） 月 別 動 態

自然動態を月別にみると、出生児数は８月中が最も多くなっている。一方、死亡者数は 1月中が最も

多くなっている。出生児数が死亡者数を上回っている月はなく、すべての月で死亡者数が出生児数を上

回り自然減となっている。

社会動態では、転入者数、転出者数とも進学、就職及び転勤の時期にあたる 3月中、4月中が際立っ

て多くなっている。

出生児数 増減数 死亡者数 増減数 転入者数 増減数 転出者数 増減数

平成28年 28,678 -576 39,194 -394 -10,516 146,994 1,615 149,838 -1,996 -2,844 -13,360

平成29年 27,097 -1,581 40,753 1,559 -13,656 148,336 1,342 148,224 -1,614 112 -13,544

平成30年 26,125 -972 42,076 1,323 -15,951 150,083 1,747 151,046 2,822 -963 -16,914

令和元年 24,841 -1,284 42,617 541 -17,776 154,042 3,959 153,527 2,481 515 -17,261

令和２年 23,709 -1,132 42,031 -586 -18,322 142,769 -11,273 144,701 -8,826 -1,932 -20,254

令和３年 22,282 -1,427 43,180 1,149 -20,898 135,286 -7,483 141,110 -3,591 -5,824 -26,722

令和４年 21,815 -467 45,946 2,766 -24,131 145,405 10,119 145,560 4,450 -155 -24,286

（  単位 ： 人 ）
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年少人口 生産年齢人口

（0～14歳） （15～64歳） （65歳以上） （うち、75歳以上）

人口（人） 428,105 2,048,982 1,090,454 563,325 

割合（％） 12.00 57.43 30.57 15.79 

人口（人） 416,965 2,034,528 1,091,752 581,970 

割合（％） 11.77 57.42 30.81 16.42 

-11,140 -14,454 1,298 18,645 

-2.60 -0.71 0.12 3.31 

※年齢３区分別人口には年齢不詳の者は含まない。

表  ２　  年 齢 ３ 区 分 別 人 口 及 び 割 合　
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（５） 年 齢 構 成

令和４年10月1日現在の人

口を年齢 3 区分別にみると、

年少人口（0～14 歳）は

416,965 人、生産年齢人口（15

～64 歳）は 2,034,528 人、老

年 人 口 （ 65 歳 以 上 ） は

1,091,752 人となっている。

総人口に占める割合をみる

と、前年に比べ老年人口

（30.81％）が 0.24 ポイント

上昇し、75 歳以上人口

（16.42％）も、前年に比べ0.63ポイント上昇した。年少人口（11.77％）と生産年齢人口（57.42％）

は、それぞれ 0.23、0.01 ポイント低下した。

図 ４ 年齢構成割合の推移

（６） 平 均 年 齢

令和４年 10月 1日現在の平均年齢は 49.1歳

（男 47.4 歳、女 50.7 歳）である。10年前と比

較すると 3.1 歳（男 2.9 歳、女 3.2 歳）高くな

っており、高齢化の進展がうかがえる。また、

男女の年齢差は 3.3 歳となっている。

年齢中位数（年齢別に 0歳から並べて真ん中

になる人の年齢）は 51 歳（男 49歳、女 52 歳）

で、人口の最も多い年齢階級は男は 49 歳、女

74 歳となっている。

図 ５ 平均年齢の推移



図 ６ 年齢（各歳），男女別人口（令和４年 10 月 1 日現在）


